




























































対象 年齢 手術曰 自己導尿･膀洗の指導の有無
Ａ 6４ H1Ｍ月 無
Ｂ 7６ H16.7月 無
Ｃ 6６ H16.12.月 有
， 6０ H17.1月 無
Ｅ 6２ H17.5月 有
















































































































































































子かなくなって安心したｇ]尿が出て嬉しかった｡ ■■￣￣￣■■■■■■■■￣￣￣■■■■■■■■■■■■￣￣￣￣■■■■￣￣￣■■■■■■■■￣■■■■■■■■￣￣■､■＿ パノレーン抜去への喜び バルーン抜去の喜び
；
』メエ小乍》一Ｆ『
のI工1JlE17[がZＨ
島の掴便尿状況の改看 今後の排尿状沢
､回床には排尿時痛が’
三エェD今ﾆﾑﾁ心＋１百AＬ－４－ 尿意の欠如
赤目ミテヤートの配固ⅡI工面惨 非の艶
ブＦＬ
白膜の排出への抵抗薊
－１００－
今後もパットを使用していく は抵抗があるざ
今後の排尿状況の改善がみこめなくて焦る。
初 尿 あった。
尿意は全然なかった。 ￣￣￣■■￣￣￣￣■■■■■■■■■■￣■■￣￣■■■■■■￣￣￣￣￣■■￣■■￣￣￣￣■■￣￣￣■■■■■■￣■
況への不安
■￣￣￣￣■■■￣￣￣￣￣■■■■'■■■■■■￣￣￣■■■■■■■■■－口■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■---..＿
排尿チセ
意味がない。 記載は面倒だ｡－－－－－－ヨーーーー
苦ではないが医療者の言うなりだ。
排尿チャートによる管理への煩わしさ
見た目におかしい。
腸粘膜と理解できない。 腸粘膜の排 感
④
新たな排泄行動が加わったことがショック､わずらわしい。
ｊｉＪ３院後の尿失禁への不安があった｡＿＝-－－－－－－－指導不足への不満があったＱ一二－－．－二１－－－退院後も尿失禁対策を継続している．
チャートをつけていないと不安だ。
退院後の尿閉が１番心配だ。
排尿コントロールが上手くできるか心配会
カテ挿入に対して恐怖心があった。－－－～L人でできるか不安だった｡－－－－．－＿Ｔ～介助なしでｽﾞﾌﾃ挿入できるか不安だろだ.－－［－コ－うまくできず､もたついたことでｲﾗｲﾗした｡－－．－－L二二－－意欲はあったけどできなかった。－－－－￣二一一一１訓練に対する精神的苦痛があった．
璽腫が決まつ■■■■■■￣■■■●■■￣￣■■て鱈ｕＣｇ－心配なことはなＩ（
手技にもたつきはなかった。
１
０－＿.＿--.＿＿ﾆｰ
ｇＱの必要性を理解できた｡－．－－－－１車力の回i夏が心配だ｡、－－－ＪＩ－－－Ｌ－－－～食事には気を使う．
CICを行っていかなければならないこ
とへの負担感
尿失禁が起こることへの不安
排尿コントロールへの不安
カテーテル挿入への恐怖
手技習得への不安
の￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣－－－－－－－－，－－－－--－－－－＿＿訓練に対する精神的苦痛
退院への喜び、日常生活への自信
手技習得への自信
CICの必要性の理解■■■■■■￣￣￣￣￣■■￣■■■■￣■■￣■●■■￣■■0
退院後の生活への配慮
CICを継続していくことへ
の負担感
排尿状況に関する
退院後生活への不安
新たな手技(CIC/自己導
尿)獲得への不安
退院後生活に対する喜
び、自信
OPE後自己管理の必要
性への理解
